
（かのう　りょういち）

１９６３年生まれ。東京都

出身。慶應義塾大学経

済学部卒。慶應義塾大

学大学院経営管理研究

科修士課程修了。静岡

県立大学大学院経営情

報イノベーション研究

科博士後期課程修了。博士（学術）、

修士（経営学）。組織学会会員。

東証プライム上場企業から中小企業ま

でを対象に、全社戦略、事業戦略、営

業戦略、人事制度、業績管理、業務効

率化などの領域で、現在までに３００件

を超える経営コンサルティング実績が

ある。

主な著書として、「企業経営の理論と

実践」（編著、学文社）、「実践経営学」（共

著、学文社）、「経営学用語辞典」（共編、

宣協社）などがある。

査読付論文として、「中小ファミリー

企業の長期生存理論フレームワークの

構築～進化論アプローチとソーシャル

・キャピタル～」（ファミリービジネ

ス学会）、「事例研究：キッコーマン―

ファミリー企業の長期生存性要因の探

求」（ファミリービジネス学会）がある。

Ｃｈａｐｔｅｒ６：

持続的生産性向上を実

現する企業～人財によ

る循環経営モデル～

　企業活動を「リソー

スを価値創造プロセス

により価値へと変換す

るシステム」と捉えた

場合「①人財と人財に

体化されるノウハウ②

価値創造プロセスの最

適化③価値創造分野の

選択」の３側面で生産

性向上が可能となる。

　特に人財は、高い価

値を産み出す源泉であ

り産出されたリソース

を体化する存在でもあ

る。長期間の人財の価

値創造プロセスを通じ

たノウハウ蓄積の継続

が循環経営モデルの基

底となり、持続的生産

性向上を可能とする。

　

私

は

�

歳

の

時

に

日

本

生

産

性

本

部

に

入

り

、

今

年

還

暦

の

�

歳

を

迎

え

た

。

節

目

の

年

の

今

回

の

寄

稿

を

通

し

、

過

去

�

年

を

振

り

返

り

な

が

ら

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

在

り

方

を

考

え

て

み

た

い

。

�

代

　

顧

客

が

納

得

す

る

成

果

へ

の

献

身

的

努

力

　

前

職

で

Ｍ

Ｂ

Ａ

に

派

遣

さ

れ

た

経

験

が

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

に

な

る

こ

と

、

そ

し

て

米

国

発

信

の

経

営

に

違

和

感

を

覚

え

日

本

的

経

営

に

興

味

を

持

つ

キ

ッ

カ

ケ

と

な

っ

た

。

　

目

ま

ぐ

る

し

い

最

初

の

�

年

は

、

企

業

再

生

と

人

事

制

度

の

案

件

が

中

心

で

あ

っ

た

。

再

生

案

件

で

は

、

経

常

黒

字

転

換

・

債

務

超

過

解

消

な

ど

を

目

標

と

し

た

実

行

可

能

な

中

期

計

画

の

作

成

、

人

事

制

度

で

は

、

経

営

の

方

向

性

を

踏

ま

え

た

現

状

の

課

題

解

決

に

資

す

る

制

度

の

設

計

導

入

が

成

果

で

あ

る

。

　

�

年

を

終

え

る

頃

に

は

、

顧

客

の

納

得

す

る

成

果

を

何

と

か

実

現

で

き

る

と

思

え

る

よ

う

に

な

っ

た

。

同

時

に

、

徹

夜

し

て

で

も

や

り

遂

げ

る

献

身

的

努

力

が

必

要

で

あ

る

こ

と

を

学

ん

だ

。

�

代

　

経

営

者

か

ら

信

頼

さ

れ

る

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

　

約

�

年

間

で

�

テ

ー

マ

前

後

の

異

な

る

案

件

に

次

々

と

取

り

組

ん

だ

顧

客

も

３

社

あ

り

、

多

様

な

経

験

を

通

し

て

経

営

全

般

へ

と

案

件

領

域

が

広

が

っ

た

。

　

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

は

「

経

営

」

の

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

で

あ

る

。

経

営

者

は

経

営

の

全

て

の

最

終

責

任

者

で

あ

り

、

経

営

者

に

向

き

合

う

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

で

あ

る

た

め

に

は

、

経

営

の

全

て

の

領

域

を

サ

ポ

ー

ト

す

る

必

要

が

あ

る

。

よ

っ

て

、

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

に

は

、

実

践

の

場

で

の

学

び

を

繰

り

返

す

こ

と

に

よ

る

ノ

ウ

ハ

ウ

の

蓄

積

＝

多

く

の

引

き

出

し

を

持

つ

こ

と

が

求

め

ら

れ

る

と

確

信

し

た

。

　

ま

た

、

経

営

者

か

ら

の

信

頼

が

無

け

れ

ば

、

多

様

な

経

営

課

題

の

解

決

を

頼

ま

れ

る

こ

と

も

な

い

。

信

頼

を

得

る

た

め

に

は

、

経

営

者

と

同

じ

風

景

を

観

て

、

最

終

意

思

決

定

者

で

あ

る

立

場

を

理

解

し

、

経

営

者

が

共

感

で

き

る

相

手

で

な

く

て

は

な

ら

な

い

と

実

感

し

た

。

�

代

　

経

営

者

固

有

の

課

題

へ

の

サ

ポ

ー

ト

　

こ

の

時

点

で

�

年

の

実

践

経

験

を

活

か

し

て

日

本

的

経

営

を

考

察

し

よ

う

と

試

み

、

�

歳

の

時

に

博

士

論

文

を

ま

と

め

た

が

、

何

か

残

さ

れ

て

い

る

も

の

が

沢

山

あ

る

よ

う

な

気

が

す

る

。

ま

だ

ま

だ

足

り

な

い

。

　

�

代

を

通

し

て

、

経

営

者

が

気

付

か

な

い

視

点

か

ら

の

課

題

や

解

決

策

の

提

案

、

方

向

性

の

示

唆

や

意

思

決

定

の

提

示

を

心

掛

け

て

き

た

。

今

後

共

、

多

様

な

視

点

か

ら

経

営

を

俯

瞰

し

、

意

思

決

定

が

影

響

を

及

ぼ

す

領

域

を

幅

広

く

見

渡

す

と

と

も

に

、

よ

り

長

い

時

間

軸

で

経

営

の

行

く

先

を

見

通

す

努

力

を

続

け

、

経

営

者

固

有

の

課

題

へ

の

サ

ポ

ー

ト

役

を

目

指

し

て

い

き

た

い

。

「

日

本

企

業

」

の

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

と

し

て

　

日

本

の

生

産

性

向

上

の

た

め

に

は

、

ゾ

ン

ビ

企

業

の

退

出

を

進

め

起

業

を

促

進

し

、

企

業

の

新

陳

代

謝

を

高

め

る

こ

と

が

必

要

だ

と

す

る

考

え

方

が

あ

る

。

こ

の

背

景

に

は

、

企

業

の

目

的

は

利

潤

の

最

大

化

に

あ

り

、

そ

の

た

め

に

は

徹

底

的

な

競

争

で

他

社

を

撤

退

さ

せ

る

完

全

競

争

市

場

の

原

理

や

、

企

業

を

モ

ノ

や

商

品

の

ご

と

く

捉

え

る

価

値

観

が

あ

る

よ

う

に

思

う

。

　

日

本

企

業

の

多

く

を

占

め

る

オ

ー

ナ

ー

中

小

企

業

の

究

極

の

目

的

は

、

利

潤

最

大

化

よ

り

は

世

代

を

超

え

た

長

期

存

続

に

あ

る

場

合

が

多

い

。

ま

た

、

競

争

し

な

が

ら

も

一

方

で

協

調

し

、

切

磋

琢

磨

し

な

が

ら

共

に

成

長

し

て

業

界

を

盛

り

上

げ

よ

う

と

す

る

行

動

も

見

ら

れ

る

。

日

本

人

の

意

識

の

古

層

か

ら

蓄

積

さ

れ

た

価

値

観

が

、

資

本

主

義

の

市

場

原

理

と

融

合

し

日

本

的

経

営

を

形

成

し

て

い

る

の

か

も

し

れ

な

い

。

　

日

本

の

生

産

性

向

上

に

は

、

低

生

産

性

企

業

の

退

出

を

促

す

の

で

は

な

く

、

個

別

企

業

の

生

産

性

向

上

を

追

求

す

る

こ

と

が

本

筋

と

信

じ

る

。

生

産

性

向

上

に

資

す

る

経

営

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

を

実

施

し

、

人

財

と

組

織

力

の

継

続

強

化

に

よ

る

生

産

性

向

上

の

持

続

的

実

現

＝

「

人

財

に

よ

る

循

環

経

営

モ

デ

ル

」

（

書

籍

参

照

）

の

経

営

へ

と

強

力

に

サ

ポ

ー

ト

し

て

い

き

た

い

。

（

連

載

終

了

）


